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あらまし： 近年，授業の内外において学習者の学習記録を蓄積し，学習指導や学習評価に活かすことが求
められており，eポートフォリオの重要性がさけばれている．しかし，学習者が授業者の意図する学習記録を
蓄積・活用するのは容易な作業ではない．一方，初等中等教育においては，学習記録をとる一つの方法とし

てワークシートが日常的に使われている．そこで，本研究では，学習者の学習記録の蓄積・活用を電子的な

ワークシート（eワークシート）を用いて支援するフレームワークを提案し，提案したフレームワークに基づ
くシステムを開発した．本稿では，授業者が授業を設計する段階での e ワークシートの扱い方，授業におけ
る eワークシートの活用方法など，本研究が想定する授業での eワークシートの活用について述べる． 
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1. はじめに 
近年，初等中等教育における授業の内外において

学習者の学習記録を蓄積し，それらを学習指導や学

習評価に活かすことで，きめの細かい学習支援を実

現し児童生徒一人一人の学習内容の確実な定着につ

なげていくことが求められている．しかし，学習記

録を学習者が授業の内外で蓄積・活用することは容

易な作業ではない（問題点①）．この問題点を解決す

るために，大学等を中心に，学習記録を e ポートフ
ォリオとして扱うことで，学習支援や教育の質保証

に役立てるシステムが使われているが，これら e ポ
ートフォリオシステムは，学習者自らが自身の活動

を制御・調整しながら学習を進め，システムをツー

ルとして活用することが求められるため，学習者が

有効活用することは容易ではない（問題点②）．特に，

初等中等教育において，e ポートフォリオシステム
を導入活用している機関は稀である． 
一方，初等中等教育において，学習記録をとる一

つの方法として，ワークシートがよく用いられる．

しかし，一般にワークシートは紙ベースで用いられ，

あらかじめ項目が固定で印刷されるため，項目を個

別で扱うことは物理的に困難であり，e ポートフォ
リオシステムで学習記録を蓄積・活用するには適さ

ない（問題点③）．文科省では，紙ベースのワークシ

ートを電子的に扱うデジタルワークシートを提案し

ているが(1)，単に紙ベースのワークシートを電子的

に扱えるだけに過ぎず，問題点③は解決されない． 
以上のように，現在，学習者が学習記録を蓄積・

活用することは容易ではなく支援を必要としている．

そこで，本研究では，先の問題点を解決することを

目的に，授業における学習者の学習記録の蓄積・活

用を電子的なワークシート（以下，eワークシート）
を用いて支援するフレームワークを提案し(2)，提案

したフレームワークに基づく e ワークシート学習支
援システムを開発した(3)．  
本稿では，本システムを用い，授業者が授業を設

計する段階でどのように e ワークシートを扱い，授
業において e ワークシートをどう活用していくのか
など，本研究が想定する授業での e ワークシートの
活用について述べる． 
2. e ワークシート学習支援システム 
2.1 eワークシート学習支援システムの特徴 
本システムは，e ワークシート項目構成モデルに

基づき動作する．本モデルは，e ワークシートを構
成する項目について，既存のワークシートから網羅

的に抽出し，それらを e ワークシートの構成項目と
して分類し，項目の相互関係を明らかにし，項目群

を形式化することで開発された(2)．本モデルは現在

使われているあらゆる実際のワークシートや文献か

ら項目を抽出したことで，実際に使われ得るすべて

の項目を網羅的にカバーでき，e ワークシート項目
構成ルール内では項目間の関係や出現順序を既定で

きるため，項目の出現順序や対応関係の矛盾といっ

た，好ましくない e ワークシートの構造を排除でき
ることが特徴である．また，本研究では，本モデル

を XML スキーマに実装することで，本モデルに基
づき動作するシステムを実現した(3)． 

2.2 eワークシートの優位性 
本システムは，e ワークシートの項目自体を個々

の e ポートフォリオとして扱い(4)，これら項目を e
ワークシート項目構成ルールに則り組み合わせ，取

り扱うことで以下のような利活用を支援する（図１）．  
・	
 再現：ある時点の e ワークシートが項目間の関
係や出現順序，項目数が形を変えずに全く同じ

形で再現できる． 
・	
 抽出：任意の項目を抽出して，配置，表示する

ことができる． 
・	
 結合：ある e ワークシートの項目と別の項目を
結合させ，新たな e ワークシートを作成し利活
用することができる． 
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図１ eワークシートの活用方法 

3. eワークシートの活用 
e ワークシート学習支援システムでは，授業の設

計段階で e ワークシートを準備し，授業において e
ワークシートを活用することができる（図２）． 
授業を設計する段階では，学習形態別に e ワーク

シートを準備するためのテンプレート機能を利用す

る（図３，図４）．授業は一過性のものではなく，得

られた知見を生かし，絶えず改善していくことが求

められるため，教科ごとに，児童生徒の実態や，前

題材までの学習状況を踏まえて教材を準備しなけれ

ばならない(5)．eワークシートを継続的に使った授業
では，過去に使った e ワークシートで蓄積された学
習記録を活用することによって，これまでひとつの

授業内で独立して管理されていた学習記録を，前の

授業から次の授業へとつなげるだけでなく，家庭学

習から学校の授業，ある教科から他の教科といった，

縦と横のつながりを持たせた活用が可能となる． 

 
図２ eワークシートの準備・授業選択画面例 

 

 
図３ 学習形態別パターン選択画面例 

 
図４ eワークシートの項目設定画面例 

(1) 縦断的な活用 
ある教科等において過去に使った e ワークシート

を再現し，当時の学習記録をかたちそのままに表示

したり，その一部を抽出して参照したりすることで，

過去の学びを引き継ぎながら授業を進めていくこと

ができる． 
・事例：反転授業 
	
 ある教科における授業の学習記録の一部を抽出し，

それと関連する動画と合わせて e ワークシートを作
成する．家庭では，その e ワークシートを用いて復
習した後，動画を視聴し，問題演習などに取り組む．

次の日，学校では，家庭学習での学習記録を含む e
ワークシートを作成することで，家庭学習での内容

を踏まえた授業の展開が可能になる．例えば，グル

ープ学習によって発展的な課題や議論に取り組むな

ど，学びの継続性を保証した反転授業が可能となる． 

(2) 教科横断的な活用 
	
 ある教科の学習記録を別の教科等で参照すること

で，教科横断的な授業を進めて行くことができる． 
・事例：問題解決学習 
	
 ある教科で学んだ内容から学習記録を抽出して e
ワークシートを作成し，総合的な学習の時間に用い

るなど，教科や科目間をまたいだ問題解決学習が可

能となる． 

4. おわりに 
本論文では，授業での e ワークシートの活用につ

いて述べた．今後は実践運用を通して，システムの

評価を行っていくと共に，開発モデルの有用性につ

いても検証していく． 
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